
計測と制御で創る未来の地球

終 了 報 告 書
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主催：
後援：近畿経済産業局／大阪府／大阪市／大阪商工会議所　協賛：一般財団法人 大阪科学技術センター／一般社団法人 KEC関西電子工業振興センター／公益社団法人 
計測自動制御学会／独立行政法人 産業技術総合研究所／システム制御情報学会／独立行政法人 製品評価技術基盤機構／一般社団法人 電子情報技術産業協会／
一般社団法人 電子情報通信学会／日本電気計器検定所／一般社団法人 日本電機工業会／一般社団法人 日本電気制御機器工業会／一般社団法人 日本電設工業協会／
一般社団法人 電気学会

未
来
が
、動
き
だ
す
。

2015年12月2日（水）～ 4日（金） 計測展2015 TOKYO 於：東京ビッグサイト
2016年11月9日（水）～ 11日（金） 計測展2016 OSAKA 於：グランキューブ大阪

《今後の開催予定 》
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拝啓

ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

さて、この度の「計測展2014 OSAKA」の開催に当たりましては、格別のご高配を賜り厚く

お礼申し上げます。

お陰様をもちまして盛況裡に無事終了致しました。

これもひとえにご後援・ご協賛を賜りました関係官庁・団体をはじめ、ご出展いただきました

多くの企業の皆様のご支援とご協力の賜物と厚くお礼申し上げます。

次回開催は2016年11月9日（水）〜11日（金）に「計測展2016 OSAKA」を開催予定でござ

いますので、ご出展・ご協力賜りますよう何卒宜しくお願い申し上げます。

ここに、本展示会の開催結果を取りまとめてご報告申し上げますので、ご高覧賜りますよう

お願い申し上げます。

敬 具

平成27年3月

一般社団法人 日本電気計測器工業会

開 催 概 要
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名　　称：�計測展2014 OSAKA
　　　　　Measurement and Control Show 2014 OSAKA
テ ー マ：「計測と制御で創る未来の地球　〜未来が、動きだす。〜」
会　　期：2014年11月19日（水）～11月21日（金）　3日間
開催時間：10：00～17：00
会　　場：グランキューブ大阪（中之島・大阪国際会議場）
一般社団法人 日本電気計測器工業会（JEMIMA）
近畿経済産業局、大阪府、大阪市、大阪商工会議所
独立行政法人 産業技術総合研究所／独立行政法人 製品評価技術基盤機構／ 
一般財団法人 大阪科学技術センター／一般社団法人 KEC 関西電子工業振興センター／ 
一般社団法人 電子情報技術産業協会／一般社団法人 日本電機工業会／ 
一般社団法人 日本電気制御機器工業会／一般社団法人 日本電設工業協会／ 
一般社団法人 日本電気学会／一般社団法人 電子情報通信学会／公益社団法人 計測自動制御学会／ 
日本電気計器検定所／システム制御情報学会
1,000円（消費税込）※事前登録者・招待券持参者・学生（登録の際、学生証提示）は無料
基調講演、ラウンドテーブルセッション、特別講演、JEMIMA委員会セミナー、
テクニカルセミナー、JEMIMAステージ
アズビル株式会社
アンリツ株式会社
株式会社 岡崎製作所
京西テクノス株式会社

島津システムソリューションズ株式会社
神港テクノス株式会社
新コスモス電機株式会社
タケモトデンキ株式会社

富士電機株式会社
株式会社 堀場製作所
山里産業株式会社
横河ソリューションサービス株式会社

株式会社 日経BP、株式会社 ツーサム
IEC/TC65国内委員会、広報委員会、国際委員会

①総数:参加69社団体・11委員会・140小間　（委員会小間含まず）
②参加内訳� （　　）内は前回2012年実績

ブース出展者
① 小間数

テーマ展示・
セミナーのみ

参加②
参加社団体数

①+②

正会員 27（28） 106（105） 1 28
賛助会員 3（5） 6（10） 0 3
会員外 13（14） 17（15） 5 18
公的機関・団体・出版報道 7（5） 9（8） 1 8
海外団体 1（2） 2（3） 0 1
委員会 4（6） －（3） 5 9

来場者数総計：9,740名
11月19日（水）

（晴　れ）
11月20日（木）

（晴　れ）
11月21日（金）

（晴　れ） 合　計

1）展示会場来場者登録数 1,808 1,928 2,370 6,106
2）報道関係者 16 1 3 20
3）ＶＩＰ・来賓 34 22 0 56
4）セミナー関係受講者数 936 1,423 1,199 3,558

来場者数
(　）内は2012年実績

2,794
（2,895）

3,374
（3,324）

3,572
（4,160）

9,740
（10,379）

カンファレンス実績・聴講者数
カンファレンス聴講者数合計：3,558人　前回比 103.7％� （　）内は前回2012年実績

講演会／セミナー 11月19日（水）11月20日（木）11月21日（金） 合　計
基調講演 79 0 0 79
ラウンドテーブルセッション・
特別講演・講演 255 812 398 1,465

テクニカルセミナー 473 574 635 1,682
委員会セミナー 129 37 166 332
講演会／セミナー聴講者合計

(　）内は2012年実績
936

（936）
1,423

（1,074）
1,199

（1,421）
3,558

（3,431）

（1）名称・テーマ

（2）会期・会場

（3）主　催
（4）後　援
（5）協　賛

（6）入場料
（7）カンファレンス事業

（8）実行委員会社

（9）運営事務局
（10）運営協力会社

2．開 催 結 果 概 要
（1）展示規模

（2）	�カンファレンス
事業規模・	
聴講者数

１．開 催 概 要

は じ め に
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出展企業・団体一覧 グランキューブ大阪 3階 イベントホール
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52

630
202827

23

10

371229

4369
19

16

2

JEMIMAステージ
コマーシャル オン ステージ

51

アズビル（株）
アナログ・デバイセズ（株）
アルファ・エレクトロニクス（株）
アンリツ（株）
岩通計測（株）

（株）エネゲート
（株）エミック
エムティティ（株）
エンドレスハウザージャパン（株）
オートメ新聞（株）

（株）岡崎製作所
関西オートメイション（株）
京西テクノス（株）
京都EIC（株）
サラ（株）
島津システムソリューションズ（株）
神港テクノス（株）
新光電機（株）
新コスモス電機（株）
タケモトデンキ（株）

（株）田中電気研究所
（株）チノー
中央電子（株）

（株）千代田エレクトロニクス
東亜ディーケーケー（株）
東京計装（株）

（株）東京測器研究所
東光計器（株）
日本計器（株）

1
31
32

2
3
5

33
6
7

51
8

34
9

10
35
11
14
12
13
15
37
16
17

4
18
19
38
39
40

ブースNo. ブースNo.

日置電機（株）
（株）日立ハイテクソリューションズ
（株）ピーアンドエフ
富士電機（株）

（株）堀場製作所
三菱電機（株）
メイク（株）
山里産業（株）
横河電機（株）／横河ソリューションサービス（株）
横河メータ＆インスツルメンツ（株）
リオン（株）
理研計器（株）

（株）ロックインターナショナル
GMIジャパン（株）

［海 外］
偉林電子股份有限公司

［独立法人・大学・関連機関］
公益社団法人 計測自動制御学会
システム コントロール フェア 2015
特定非営利活動法人 日本フィールドバス協会
日本電気計器検定所 関西支社 尼崎事業所

（一社）KEC関西電子工業振興センター
FDTグループ日本支部
ISA100 Wireless Compliance Institute

［JEMIMAコーナー（（一社）日本電気計測器工業会）］
温度計測委員会
環境計測委員会
校正事業推進委員会
製品安全・EMC委員会

21
22
20
23
24
25
42
26
27
28
29
30
43
36

41

46
49
50
48
47
45
44

52
52
52
52

ブースNo. ブースNo.

［五十音順］

テーマ展示／セミナー出展企業・団体・委員会 グランキューブ大阪 10階 セミナー会場

■アンリツ（株）
■岩通計測（株）
■（株）エヌエフ回路設計ブロック
■（株）エム・システム技研
■音羽電機工業（株）

■ピー・エフ・オートメーション（株）
■フロスト＆サリバン ジャパン（株）
■ベッコフオートメーション（株）
■一般財団法人 省エネルギーセンター

［JEMIMA］
■IEC TC65国内委員会
■エネルギー・低炭素政策委員会
■環境グリーン委員会
■企画運営会議

■校正事業推進委員会
■戦略的基盤技術検討委員会
■電子測定器委員会
■PA・FA計測制御委員会

基調講演

テーマ 関西経済の今後の方向性について
日 時 11/19（水） １1：３０～１2：３０ 会 場 会場E ［1003会議室］

講 師 近畿経済産業局長 関 総一郎 氏

日本の国際競争力とものづくり

テーマ 21世紀の新たな日本流ものづくり
～モチベーションとイノベーション～

日 時 11/21（金） 12：25～１3：35
会 場 会場G ［1009会議室］

講 師 MI人財開発研究所代表
（元デンソー技研センター顧問）
今枝 　誠 氏

テーマ ものづくり維新ー日本企業復活への道ー
～サムスンのグローバル戦略から学ぶ～

日 時 11/19（水） １3：00～１4：３０
会 場 会場E ［1003会議室］

講 師 東京大学大学院経済学研究科
ものづくり経営研究センター 特任研究員
吉川 良三 氏

テーマ “世界中の人々を豊かにする”
オムロン綾部工場の生産革新

日 時 11/19（水） １2：３０～１3：３０
会 場 会場G ［1009会議室］

講 師 オムロン株式会社 インダストリアルオートメーションビジネスカンパニー
オートメーションシステム統轄事業部 綾部工場 工場長
辨官 達也 氏

特別
講演

パワーエレクトロニクスが拓く未来

テーマ 可変速駆動システムの効率測定に
おける国際標準規格への取組み

日 時 11/20（木） １2：20～13：20
会 場 会場G ［1009会議室］

講 師 富士電機株式会社 技術開発本部
パワエレ技術開発センター 主任
佐藤 以久也 氏

テーマ 基礎研究と実用化
－パワー半導体SiCのあゆみ－

日 時 11/20（木） 14：00～１5：30
会 場 会場F ［1008会議室］

講 師 京都大学 名誉教授
松波 弘之 氏（工学博士）

テーマ モータ駆動・半導体電力変換の
技術動向と計測の課題

日 時 11/20（木） １0：30～12：00
会 場 会場G ［1009会議室］

講 師 首都大学東京 理工学研究科 教授
清水 敏久 氏（工学博士）

特別
講演

特別
講演テーマ展示

抽選コーナー

CMオンボード

インフォメーション

計測展2014 OSAKA、4つの視点。
未来が、動きだす。

パワーエレクトロニクスが
拓く未来

次世代自動車の動力でも注目
されるパワー半導体SiC。半導体
動力変換の最新技術動向などを
中心にグリーンイノベーションの
未来に触れます。

日本の国際競争力と
ものづくり

ものづくりはどのように変化し、
日本はいかに国際競争力を獲得
するべきなのか。ものづくりの
オーソリティを招き探ります。

スマートワイヤレスの
未来

IoTに欠かせないスマートワイヤ
レスはどのような未来を描くのか。
今 注 目 さ れ る 無 線 通 信 規 格
Wi-SUNの応用例を軸にたどり
ます。

Industry 4.0の
時代へ

IoTで変革する未来をいち早く
国策に採り入れたドイツが提唱
する、第4次産業革命を国際標準
化の議論をリードするIEC TC65
チェアマンらを招いて紹介します。

Perspective 1 Perspective 2 Perspective 3 Perspective 4
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スマートワイヤレスの未来

Industry 4.0の時代へ

テーマ ソーシャル・ビッグデータ時代を支える
次世代センサー/メーター用
無線通信技術：Wi-SUN

日 時 11/20（木） 【第1部】12：20～１3：50　【第2部】13：55～１7：00 会 場 会場E ［1003会議室］

講 師 京都大学大学院 情報学研究科 通信情報システム専攻 教授
原田 博司 氏（工学博士）

第1部

テーマ センサーネットワーク無線　関連市場動向
第2部

講 師 ＨＥＭＳ 
パナソニック株式会社 
エコソリューションズ社
技術本部 
システム開発センター／総括参事
薦田 美行 氏

FA 
オムロン株式会社
技術・知財本部 
応用開発センタ/主事
山田 亮太 氏

PA
横河電機株式会社 
IAプラットフォーム事業本部 新分野開発センター
無線ソリューション部長 無線プロダクトマネージャ
古川 陽太 氏

標準化・相互接続 
アンリツエンジニアリング株式会社
第一事業本部 新市場開拓部 課長
加藤 豊行 氏

特別
講演

その他特別講演

ラウンドテーブルセッション

テーマ IECフォーラム①
日 時 11/20（木） 13：40～15：10 会 場 会場G ［1009会議室］

講 師 IEC TC 65 議長，SIEMENS AG
Roland Heidel 氏

Industry 4.0と
スマート・マニュファクチャリング

講 師 IEC SC65E 議長，Schneider Electric SA
Joseph Briant 氏

オートメーション・システムが支える
エネルギー効率

日 時 11/20（木） 12：20～13：15

会 場 会場G ［1009会議室］

テーマ ビジネスイノベーションの未来：ビッグデータ、
IoT（モノのインターネット）、スマートファクトリーの台頭

講 師 フロスト＆サリバン ジャパン株式会社 情報通信技術リサーチ部門長
マーク・アインシュタイン 氏

テーマ 進化する社会インフラストラクチャを支える国際標準
日 時 11/21（金） １3：00～１5：00 会 場 会場E ［1003会議室］

ファシリテーター アズビル株式会社　技術標準部 国際標準化担当部長
石隈 　徹 氏

パネラー

横河電機株式会社 IA-MKT本部
テクノロジーマーケティング室長
小田 信二 氏

IEC SC 65E 議長，Schneider Electric SA
Joseph Briant 氏

株式会社日立製作所 インフラシステム社 技術開発本部 国際標準化部 部長
水上 　潔 氏

IEC TC 65 議長，SIEMENS AG
Roland Heidel 氏

「計測展2014 OSAKA」ラウンドテーブルセッションの様子

テーマ ビッグデータ時代のサイバーセキュリティ

日 時 11/19（水） １5：00～１6：30

会 場 会場E ［1003会議室］

講 師 電気通信大学 情報理工学研究科
知能機械工学専攻 教授
新　 誠一 氏（工学博士）

特別
講演

テーマ IoT（モノのインターネット）
～コンピューティングの更なる進化～

日 時 11/21（金） 10：30～12：00

会 場 会場G ［1009会議室］

講 師 インテル株式会社 IoTソリューション事業開発部 部長
佐藤 有紀子 氏

バッテリー計測、再生可能エネルギー市場で
活躍する測定装置の選び方のポイント

日 時 11/19（水）
１２：３０～１３：2０

会 場 会場F
［1008会議室］

講 師 日置電機株式会社 小林 健二 氏／
株式会社エヌエフ回路設計ブロック 渡部 泰弘 氏

電子測定器委員会

～IEC TC65で進められているエネルギー関連国際標準開発～

日 時 11/20（木）
１0：３０～１2：00

会 場 会場F
［1008会議室］

IEC TC65 最新動向
講 師 IEC TC65国内委員会 委員長（アズビル株式会社）

笹嶋 　久 氏

エネルギー効率
講 師 IEC TC65 JWG14 国際エキスパート（横河電機株式会社）

出町 公二 氏

工場とスマートグリッドのインターフェース 
講 師 IEC TC65 WG17 国際コンベナ（アズビル株式会社）

石隈 　徹 氏

IEC TC65国内委員会

日 時 11/21（金）
１4：00～１6：30

会 場 会場F
［1008会議室］

EU最新情報
講 師 株式会社堀場製作所／ブラッセル駐在 中井 章仁 氏

水銀条約及び国内法の動向
講 師 岩通計測株式会社 酒井 　聡 氏

中国関連情報
講 師 横河電機株式会社 澤田 充弘 氏

環境グリーン委員会

工業用無線の高信頼性機能と共存管理
講 師 横河電機株式会社 長谷川 敏 氏／

富士電機株式会社 加藤 泰輔 氏／
新川センサテクノロジ株式会社 榎木 茂実 氏

日 時 11/19（水）
１3：40～１6：40

会 場 会場F
［1008会議室］

制御システムセキュリティ向上に向けた取組み
講 師 アズビル株式会社 窪谷　 聡 氏／

ABB日本ベーレー株式会社 後藤 浩基 氏

機能安全の実施手法
講 師 新川センサテクノロジ株式会社 坊田 信吾 氏

PA・FA計測制御委員会

日 時 11/21（金）
１3：5０～１4：4０

会 場 会場B
［1005会議室］

プロセス産業における重大事故対策としての
安全システムの重要性

講 師 岡山大学 大学院自然科学研究科 産業創成工学専攻 教授
鈴木 和彦 氏（工学博士）

日 時 11/19（水）
１4：00～１6：30

会 場 会場G
［1009会議室］

省エネ・低炭素社会化に関する規制と国際標準の動向について
講 師 横河電機株式会社 澤田 充弘 氏

スマートグリッドと工場間のインターフェース標準化活動
講 師 横河電機株式会社 渡辺 　洋 氏

エネルギー効率化のためのシステムアプローチ入門
講 師 富士電機株式会社 鈴木 　聡 氏

エネルギー・低炭素政策委員会
日 時 11/21（金）

１0：30～１3：00
会 場 会場F

［1008会議室］

計量標準の利用促進について
講 師 経済産業省 松井 洋二 氏

蓄電池の安全性評価を目的とした内部インピーダンス評価法の
開発と評価事例の紹介

講 師 産業技術総合研究所 金子 晋久 氏

計量標準の利用促進のためのJCSS改善への取組み
講 師 製品評価技術基盤機構 村田 浩美 氏

JCSS校正サービスのあるべき姿について
講 師 JEMIMA校正事業推進委員会 勝田 敏江 氏

校正事業推進委員会～広がる校正サービス2014～

テーマ 平成26年度省エネ診断・技術事例発表会　
～経営コストのお悩み解決！儲かる省エネ～

日 時 11/21（金） １4：0０～１6：5０ 会 場 会場G ［1009会議室］ 講 師 一般財団法人 省エネルギーセンター

JEMIMA委員会セミナー

テーマ IECフォーラム②

日 時 11/20（木） 15：20～16：50

会 場 会場G ［1009会議室］

安全とセキュリティ分野におけるIEC標準と認証
講 師 IEC SC 65A 議長，Rockwell Automation Inc.

Robert. J. Kretschmann 氏

計測・制御機器のプロパティに関する標準化動向
講 師 IEC SC 65B 議長,BASF SE

Wilfried Hartmann 氏
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テクニカルセミナー JEMIMAステージ・CMオンステージ

テーマ展示・CMオンボード

3階イベントホール中央の特設ステージ（JEMIMAステージ）で、セミナーやブース内プレゼンの告知、集客、展示製品の見どころ
などをご紹介させて頂きました。

会期中、10階カンファレンスフロアホワイエに告知スペースを設けました。
出展企業の製品戦略や最新技術情報、新製品などのポスター告知、展示ブースのご紹介をさせて頂きました。

タイトル 講師
ISA 100 Wirelessで実現する魅力的アプリケーション ISA100 Wireless Compliance Institute

ISA100 Wirelessユーザ導入事例　～無線導入を検討しているユーザーの要望について ISA100 Wireless Compliance Institute

エネルギーの見える化からその先へ”現場の漏れは宝の山！ 省エネ巡回調査の手法と事例” アズビル株式会社

トラブル未然防止！そして、安全・安定操業を継続するために…
重要プロセス変数の変動監視とチームオペレーション アズビル株式会社

続・攻撃者視点で考える制御システムのセキュリティ課題と対策 アズビル株式会社

機械アプリに合わせた安全機器の展開 アズビル株式会社

工業炉の国際規格（ISO13577）の動向 アズビル株式会社

調整弁診断技術を導入した保全業務の最適化提案 アズビル株式会社

エネルギーの見れる化からその先へ ”計測・計量データを活用したアズビル金門和歌山の事例 アズビル株式会社

高精度計測を実現するアナログ・フロントエンド回路のポイントと最新技術 アナログ・デバイセズ株式会社

スペクトラムアナライザと無線機計測の基礎 アンリツ株式会社

センサーネットワーク機器評価ソリューション アンリツ株式会社

リアクトル、高効率電源やインバータの電力・波形解析は、本当に正確な測定をしていますか？ 岩通計測株式会社

交流電源や各種電源機器における制御技術 株式会社エヌエフ回路設計ブロック

LCRメータと周波数特性分析器（FRA）による各種インピーダンス測定 株式会社エヌエフ回路設計ブロック

周波数特性分析器（FRA）によるスイッチング電源の安定性評価 株式会社エヌエフ回路設計ブロック

低周波EMCの基礎 株式会社エヌエフ回路設計ブロック

ファンクションジェネレータによる各種波形信号の生成手法 株式会社エヌエフ回路設計ブロック

デジタル化が進むフィールドで、現場機器の真価を引き出すFDT技術 FDTグループ日本支部

最新の雷対策 音羽電機工業株式会社

GHz帯電磁波遮蔽量評価装置の開発について 一般社団法人KEC関西電子工業振興センター

空気質改善による電子機器腐食対策 島津システムソリューションズ株式会社

DCSの進化と継承 島津システムソリューションズ株式会社

ポータル分析装置を用いた作業環境における測定実例 新コスモス電機株式会社

ワイヤレスセンサシステム開発技術と応用事例のご紹介 株式会社チノー

2000画素小形熱画像シリーズの紹介とその応用 株式会社チノー

FOUNDATIONフィールドバスの最新動向 日本フィールドバス協会

フィールドバス用診断ツールと新製品フィールドバリアご紹介 株式会社ピーアンドエフ

新世代WEBベースSCADA「Plant Data Site」がもたらす新たなソリューション ピー・エフ・オートメーション株式会社

非接触で測定できる電力計 日置電機株式会社

AC-IR法による高速バッテリ検査 日置電機株式会社

PAからFAまでをつなぐ監視制御システム、MICREX-VieW 富士電機株式会社

省エネに貢献する2成分レーザ分析計のご紹介 富士電機株式会社

標準規格で実現するインダストリー 4.0最前線と超高速EtherCATが可能にした無配線リニア輸送システムXTS ベッコフオートメーション株式会社 

岡崎製作所のJIS C1604-2013への対応 株式会社岡崎製作所

意外と知らなかった！ pHの基本から測定ノウハウまで分かりやすく解説！
正確な測定の秘訣を伝授【ラボ、工計編】 株式会社堀場製作所

必見！シェールガスによる産業拡大と計測ソリューション 株式会社堀場製作所

必見！ PM2.5の成分分析で大気汚染の課題を解決！ 株式会社堀場製作所

必見！無線通信による水質計のメンテナンス向上 株式会社堀場製作所

必見！税優遇対策の活用術 株式会社堀場製作所

意外と知らなかった！ NDIRの基本からメンテナンスノウハウまで分かりやすく解説！
安定した連続測定の秘訣を伝授【ガス編】 株式会社堀場製作所

拡張現実を活用したプラント運転・現場作業支援ソリューション事例 横河ソリューションサービス株式会社

カタチも使い方もフレキシブルSMARTDAC＋®レコーダ＆データロガー 横河ソリューションサービス株式会社

高機能ＦＡコントローラによる新たな生産情報システムの構築に向けて 横河ソリューションサービス株式会社

統合生産制御システムCENTUM VPの進化 横河ソリューションサービス株式会社

生産性向上に向けたこれからのアセットマネジメント 横河ソリューションサービス株式会社

ISA100 Wirelessフィールド無線への横河電機の取り組み 横河ソリューションサービス株式会社

新開発のパワースコープを用いた、高周波駆動機器の評価ポイント 横河メータ＆インスツルメンツ株式会社

攻撃自動生成により独自プロトコルにも対応。未知の脆弱性を発見する第二世代のファジングテストツール 株式会社ロックインターナショナル



終了報告書

9 10

終了報告書

1．ダイレクトメール、その他印刷物
（1）出展者配布

DM（案内状）、ポスター

（2）主催者発送
各協力団体、公的機関、過去来場者へDM発送

2．告知広告
（新聞・雑誌）

日刊工業新聞、電波新聞、フジサンケイビジネスアイ、オートメ新聞、
日経エレクトロニクス、日経ものづくり、計測と制御(SICE学会誌)、JEMIMA会報

（インターネット）
日経ビジネスオンラインメール、BPnetメール 、日経エレクトロニクスNEWS、
日経ものづくりNEWS、日経デジタルヘルスNEWS、Automotive Technology NEWS、
ITpro NEWSメール、@Pressニュースリリース

3．公式Webサイト
展示会の公式サイトを開設し広く情報を公開し、事前登録を受け付けるとともに、
出展者のホームページへのリンクを設定した。
　○日本電気計測器工業会　http://www.jemima.or.jp

4．インターネット、メール配信
・前回来場者向けメール配信
「計測展2012 OSAKA」、「計測展2013 TOKYO」にメール配信を行い、開催告知と来場の促進を実施。

5．来場者向け発行物
公式ガイドブック

Q．	�あなたが所属する会社の業種についてお答え下さい。	
（ひとつに○）

無回答 0.2%
運輸 0.3%
報道、出版 0.3%
金融、証券 0.3%
通信事業者 0.4%学校 0.7%

自動車 0.8%
金属 1.4%

ソフト開発 1.7%
情報通信 1.9%

官公庁、団体 1.9%

土木、建設、プラント 4.1%

エネルギー 4.6%

その他 5.4%

エンジニアリング
5.9%

化学、繊維、紙パ、
薬品、食品 6.0% 流通、サービス、

商社 12.4%

無回答 0.2%
運輸 0.3%
報道、出版 0.3%
金融、証券 0.3%
通信事業者 0.4%学校 0.7%

自動車 0.8%
金属 1.4%

ソフト開発 1.7%
情報通信 1.9%

官公庁、団体 1.9%

土木、建設、プラント 4.1%

エネルギー 4.6%

その他 5.4%

エンジニアリング
5.9%

化学、繊維、紙パ、
薬品、食品 6.0%

機械
7.6%

その他の
製造業
7.9%

流通、サービス、
商社 12.4%

電機、電子 36.0%

Q．あなたの勤務地についてお答え下さい。（ひとつに○）

海外 0.1%
北海道・東北 0.2%
無回答 0.6%その他の関東地区 1.0%

神奈川 1.4%
九州・沖縄 2.3%

中国・四国 3.4%

東海 4.2%

その他の近畿地区 5.0%

東京 6.9%

京都 8.8%

兵庫 12.0%

海外 0.1%
北海道・東北 0.2%
無回答 0.6%その他の関東地区 1.0%

神奈川 1.4%
九州・沖縄 2.3%

中国・四国 3.4%

東海 4.2%

その他の近畿地区 5.0%

東京 6.9%

京都 8.8%

兵庫 12.0%

大阪 54.0%

Q．あなたの職種についてお答え下さい。（ひとつに○）

無回答 0.2%
官公庁・団体 0.3%

教職員・学生 0.7%
SE 1.0%

資材・購買 2.8%
製造 3.7%

品質管理・検査 3.8%

SI・生産技術 4.1%

経営・管理 5.5%

宣伝・企画・マーケティング 5.5%

研究開発
8.7% 保守・

保全・
その他

11.0%

設計
15.2%

無回答 0.2%
官公庁・団体 0.3%

教職員・学生 0.7%
SE 1.0%

資材・購買 2.8%
製造 3.7%

品質管理・検査 3.8%

SI・生産技術 4.1%

経営・管理 5.5%

宣伝・企画・マーケティング 5.5%

研究開発
8.7% 保守・

保全・
その他

11.0%

設計
15.2%

営業・販売
37.4%

Q．あなたの役職についてお答え下さい。（ひとつに○）

無回答 0.4%

その他
6.6%

一般社員・職員 
36.6%

係長・主任 18.3%

課長 18.2%

部長・次長 
13.0%

経営者・
役員 
7.0%

n：6067

n：6067

n：6067

n：6067

来場者等登録データより

プ ロ モ ー シ ョ ン 活 動 来 場 者 ア ン ケ ー ト 結 果



終了報告書

11 12

終了報告書

Q．あなたが「計測展 2014 OSAKA」に来場した目的で近いものはどれですか。（いくつでも）

Q．あなたは「計測展 2014 OSAKA」に関する情報を次のどれから入手しましたか。（いくつでも）

出展製品に関する具体的質問・商談

導入、購入するための比較検討

購入計画のための情報収集

最新技術動向の情報収集

競合他社の情報収集

講演会・セミナーの聴講

就職・転職のための情報収集

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

JEMIMAからの案内状

出展者からの案内状

JEMIMAのWebサイト

出展者のWebサイト

JEMIMAからのeメール

出展者からのeメール

雑誌広告

新聞記事

日経BP社からのメール

ポスター

その他

無回答

Q．	�「計測展2014 OSAKA」であなたの役に立ったブースは
ありましたか。（いくつでも）

コマーシャルオンボード 0.5%

その他 1.3%
海外ブース 1.4%独立法人・

研究機関ブース 1.7%
JEMIMA ステージ 2.2%

JEMIMA 委員会
ブース 3.2%

無回答 3.4%

テーマ展示
7.1%

コマーシャルオンボード 0.5%

その他 1.3%
海外ブース 1.4%独立法人・

研究機関ブース 1.7%
JEMIMA ステージ 2.2%

JEMIMA 委員会
ブース 3.2%

無回答 3.4%

テーマ展示
7.1%

企業ブース 79.1%

Q．	�「計測展2014 OSAKA」で役に立ったカンファレンスは
ありましたか。（いくつでも）

JEMIMA委員会セミナー
19.4%

テクニカルセミナー
24.0%

JEMIMA委員会セミナー
19.4%

テクニカルセミナー
24.0%

基調講演、特別講演、
講演、ラウンド
テーブルセッション
56.6%

Q．	�「計測展2014 OSAKA」の講演・セミナー・カンファレンス
の内容に、あなたはどの程度満足しましたか。（ひとつに○）

無回答 38.4%

不満だった 0.4% やや不満だった 5.8%

満足した 47.9%

大変満足した 7.6%

Q．	�あなたの企業は「計測展2014 OSAKA」にご出展されて
いますか。（ひとつに○）

無回答 0.2%

出展していない 85.7%

出展している 
14.1%

Q．	�「計測展2014 OSAKA」の展示内容に、あなたはどの
程度満足しましたか。（ひとつに○）

無回答 3.2%不満だった 0.5%

やや不満だった 
9.3%

満足した 76.2%

大変満足した 
10.8%

Q．	�過去に「計測展 OSAKA」に来場されたことがありますか。
（ひとつに○）

無回答
0.4%

いいえ
（今回が初めて）

 53.9%

はい 45.7%

n：2911

n：2657

n：1311

n：2657

n：3921

n：2995

n：2657

n：2657

展示会場内に「アンケートコーナー」を設置。調査票を配付し、回収。
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Q．	�今回の「計測展2014 OSAKA」への出展目的は何ですか。
(いくつでも）

グループ企業、
提携企業との関係強化 2.8%

新商品･
サービスの発表

11.1%
商品･サービスの

商談・販売 6.5%

商品･サービス
のＰＲ 20.4%
商品･サービス
のＰＲ 20.4%

企業ＰＲ
15.7%

企業、商品の
ブランディング

8.3%

新規顧客の開拓 
21.3%

関西以西ユーザーへの
情報提供
13.9%

Q．今回の「計測展2014 OSAKA」への出展に関する全体的な満足度をお聞かせください。

不満である
6.9%

やや不満である
10.3%

ある程度満足している 69.0%

満足している
13.8%

Q．会場のゾーニング（ブース、施設の配置や案内図、案内表示）についての評価をお聞かせください。

良くなかった
7.1%

あまり良くなかった
10.7%

ある程度良かった 53.6%

良かった
28.6%

Q．	�今回の「計測展2014 OSAKA」への出展魅力は何ですか。
(いくつでも）

告知、広告効果 2.6%テーマ、コンセプト 3.9%

来場者数
9.1%

展示会規模 3.9%
開催時期 2.6%

会場 6.5%

業界・他社との
付き合い 20.8%

出展者の顔ぶれ
10.4%

来場者層の
質の高さ
18.2%

計測・制御の
総合展示会としての
質の高さ 22.1%

Q．	�以下の項目についてご感想をお聞かせください。（それぞれひとつに）

Q．次回の「計測展2016 OSAKA」には出展しますか。

出展しない
7.4%

出展を検討する 66.7%

出展する
25.9%

少なかった
6.9%

少なかった
6.9%

やや少なかった 
27.6%

やや少なかった 
27.6%

適正数にみえた 44.8%適正数にみえた 44.8%

やや多かった 
13.8%

やや多かった 
13.8%

多かった
6.9%

多かった
6.9%

劣る
7.1%

適正 57.1%

やや高い
28.6%

高い
 7.1%

劣る
7.1%

やや高い
28.6%

高い
 7.1%

会場全体の来場者数

来場者から貴社への関心 出展成果

来場者の質貴社ブースへの来客数

計画を下回った
10.7%

計画をやや下回った
28.6%

計画予定数どおりであった
39.3%

計画をやや上回った
14.3%

計画を上回った
7.1%

やや低かった
11.1%

適正であった 66.7%

やや高かった
14.8%

高かった
7.4%

成果があがらなかった 3.4%

あまり成果があがらなかった
6.9%

どちらともいえない
13.8%

ある程度成果があがった
69.0%

成果があがった
6.9%

会期終了後の出展者アンケート調査結果（n：29）

出 展 者 ア ン ケ ー ト 結 果


